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平成 26年度（通算第 15回）長崎自然共生フォーラム通常総会 

開催報告 

 

 

日時：平成 26年 6月 27日（金）16：00～16：40 

場所：佐世保市上京町 3‐2 セントラルホテル佐世保；１階会議室 

 

議長：会長 宮原和明氏 

（長崎総合科学大学名誉教授・NPO 環境カウンセリング協会理事長） 

 

開会に先立ち、蒲原事務局長より、出席者 24 名（うち委任状 12 名）との具申があ

り、総会は成立していることを報告した。 

 

開会挨拶（会長）：造園建設業協会の会員が中心になりこの組織が立ち上がった。 

１５年が経過し、はじめのころは行政と会員の交流目的から始まり、現在は会員の

得意なところで学びの場や事業があったり、環境省の講師による政策研究会等多様な

提案や交流を通して人的ネットワークが広がりつつあります。活動は細々ですが組織

が持続して活動していることに意義があると思います。今後も皆さんと試行錯誤しな

がら組織の活動が活性化するよう一緒に考えましょう。 

 

○ 議事録 

＜第 1号議案＞ 会員状況報告について（蒲原事務局長、以下同じ） 

 

平成 26 年 4 月 1 日現在、正会員は 39 名であり、うち会費未納会員は１年分 

5 名、２年分 1 名との報告があった。 

議長 が今後も会員維持をはかりながら活動を進めたいと諮ったところ了承さ 

れた。 

 

 

＜第 2号議案＞ 平成 25度事業報告について 

  事務局長から別添、資料に基づき報告がなされた。 

  またその他下記の報告もなされた。 

 

○基調講演 

   松尾公則氏（動物研究家：長崎女子短期大学非常勤講師）は、日本爬虫類両棲

類学会での千石氏との出会い写真やシーボルトが持ち帰った植物：カノコユリの

紹介など、長崎県の動植物は世界的に有名であることを強調して、わかりやすく

興味深いお話をされた。（15：30～17：30、詳しくは NL16 号で紹介の予定。） 
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○交流会 

   雰囲気ある会場（猪の口屋）で、総会以上の熱気で盛り上がった。参加者 11

名。 

 

○研究会 

7 月 2 日（火）ECAN 会議室において､ 伊藤雄介氏（株・国際協力銀行：JBIC

審査役事務局）の“環境社会配慮確認及び環境ガイドライン異議申し立て手続き

について：国際環境アセスメント）”のお話を伺った。活発な Q&A があった、参

加者 5 名。（詳しくは NL15 号で報告ずみ。） 

 

○その他 

・ 県主催の“生物多様性戦略フォーラム”（平成 26 年 1 月 16 日：長崎ワシント

ンホテル）に 2 名参加した。 

・ 県補助事業「緑といきもの賑わい事業」：大村・郡川中流部における郷土風景

の保全事業（外来種等除去作業及び生物多様性調査）を実施した(7 月～12 月、

総事業費 303 千円)。成果報告書のチエックを受けた。 

・ Save Japan Project：「多良岳の自然を外来種から守ろう、」(7/20)と｢オオキ

ツネノカミソリ｣(8/3)の 2 行事を、“とりかぶと自然学校”(株・エコシステム)

と共催した。（多良岳：大村市）。 

・ ECAN 主催の“環境ひろば”（講師：宮原 ECAN 理事長、本会会長）に参加

した。 

・ ニュースレター第 14 号（平成 25 年 10 月 1 日付）を発行した。 

 

 

議長がこれらの活動報告を会場に諮ったところ承認された。（資料省略）。 

 

 

＜第 3号議案＞ 平成 25度決算報告について 

  事務局長から平成 25 年度収支決算を別紙資料の通り報告がなされた。 

  一般会計 決算額 １７９，１５６円（次期繰越額   １２０，７２１円） 

 議長が会場に諮ったところ、一部修正（金額）して承認された。（資料省略） 

   

 

＜第 4号議案＞ 平成 25年度監査報告について 

 富永監事より監査報告がなされた。 

  平成 26 年 4 月 25 日（金）、幹事会に先立ち長崎市五島町 3－3－206（プレジデ

ントビル内）ECAN 会議室において、平成 25 度収支決算について監査を実施した

結果、すべて適正に処理されていることを認めました。 

 

第２、第３、第４号議案について 議長が会場に諮ったところすべて承認された。 
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＜第 5号議案＞ 平成 26年度事業計画（案）について 

1. 総会を開催し、併せて「基調講演」は一般開放する。 

2. 研究会を年度内に２～３回開催して会員の意識向上を図り、実践活動随時行

う。 

3. 会員相互の情報交換・意見発表の場として、E-mail・HP を活用やニュース

レターの発行、自然再生などの事業を行い、会の活性化を図る。 

4. 地域に関する調査・研究を行うとともに、会員外に向け自然共生のアピール

を行い、活動への意見を募る。 

 

(事業計画) 

月  

4 月 HP の保守・改訂、幹事会、「ニュースレター」（第 1５号）の発行 

5 月  

6 月 総会・幹事会及び講演会の開催(佐世保市) 

7 月 「ノーマイカーデー」（毎月第 2 水曜日）への参加、事業申請 

8 月 Save Japan Project の実施 

9 月 「ニュースレター」（第 1６号）の発行 

10 月 研究会、森林保全事業の実施 

11 月  

12 月 「ノーマイカーウイーク」(12/8～12/14)参加宣言 

1 月  

2 月 研究会 

3 月 幹事会、事業実施報告 

 

事務局長から上記の２６年度事業提案があり、会場からの提案もへせて今年度事業に

取り組むことが了承され、議長が会場に諮ったところ承認された。 

（運営委員会・幹事会議事録も参照のこと） 

 

＜第 6号議案＞ 平成 26年度予算（案）について 

事務局長より、平成 26 年度収支予算について資料に基づき報告された。 

   一般会計 予算額 １８０，７２１円 

   特別会計 予算額       ０円 

   （予備費に９２，７２１円を計上する）（資料省略） 

  通常事業費は会費等でまかなえるが、新たに里山整備等林野庁の事業を組織とし 

  て事業を請け負った場合は別会計とする。 

  議長が会場に諮ったところ承認された。 
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＜第 7号議案＞ 役員改選（案）  別紙のとおり 

  事務局長から資料に基づき報告された。 

  （新任）副会長  為永 一夫 （株・タメナガ造園） 

（〃 ）運営委員 松田 英明 （株・松田久花園） 

（〃 ）幹事   西田 厚志 （株・西田造園土木） 

議長が重任も含め会場に諮ったところ承認された。 

 

＜その他＞ 

閉会にあたって（会長）：為永副会長が黄綬褒章を受賞された。お祝い申し上げる。 

今後、ニュースレターに会員近況報告を掲載するなど考えたい。幹事会・運営委員会

を頻繁に開くことも必要である。 

   

  議長が以上を以て総会を終了する旨宣言し終了した。 

 

 

＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

◯基調講演会 （１６：４５～１７：３０）                  

 

総会に引き続き、16：45 から豊澤健太氏（特定非営利活動法人：地域循環研究

所、長崎県森林・山村対策協議会佐世保支所長）による、｢森林・山村の多面的機

能発揮対策｣をお願いした。レジュメのほか、パワーポイントによって懇切丁寧に、

とくに申請テクニックなどの詳しい話をいただいた。17：30 終了（NL16 号で報

告予定）。 

 

 

◯交流懇親会 （１７：４０～１９：４０） 

引き続いて同室で、講師を交えて総会以上の熱気で、交流会は盛り上がった。参

加者 13 名。(17：４0～19：40)  

 

本年度総会の会場や懇親会の手配についてはセントラルホテル佐世保さま並び

に会員の田雑豪裕さんに大変お世話になりました。心より感謝申し上げます。 

           

以上 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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○総会に向けた運営委員会・幹事会 （議事録）（１５：２５〜１５：５５） 

 平成 26 年 6 月 27 日（金）セントラルホテル佐世保：1 階会議室において、運営

委員・幹事会を開催（15：25～15：55）、続いて総会は 16：00 から 16：30 まで

行なわれた（議長：宮原会長）。 

運営委員会・幹事会及び総会では、本年度の目標事業である、①県民参加の森作

り再生計画（農水省補助事業：7 月～3 月、於：旧ながさき自然休養林）について、

蒲原事務局長及び富永監事（NPO 法人エコネット・ラボ代表）から説明があり、

このほか②Save Japan Project（8/2：場所未定)の２事業が、承認された。①につ

いては、国有林における園路補修（9 月～10 月）や子供連れ行事(11 月)などの提

案がなされた。②については昨年度に引き続いて、｢とりかぶと自然学校｣との協働

事業である。 

出席者は、早瀬・為永両副会長、菅、神山、蒲原、川里、田雑、富永、宮原、中

瀬、西田の各氏であった（五十音順）。 


